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第 1章 序論 
















クラウドサービス市場の規模の推計では，2015 年時点で 4 倍強の約 1 兆 81 百億円になる
ことが見込まれている．市場の年平均成長率は 30.5％と極めて高い．その構成要素を見る
と ， 2015 年 時 点 に お い て SaaS 市 場 が 62.5 ％ を 占 め て い る が ， IaaS
（Infrastructure-as-a-Service）市場及び PaaS（Platform-as-a-Service）市場がそれぞれ
約 34 百億円まで拡大することが見込まれる，としている． 
上記の推計は現時点でのクラウドサービスの導入意向をベースとしたものであるが，行
政，医療，教育，農林水産業等におけるクラウドサービスの普及，スマート・クラウド基
盤の構築等を政策的に支援することで，クラウドサービス市場は 2015 年時点で 56 百億円
程度の新市場の創出が見込まれ，クラウドサービス市場は約 2 兆 37 百億円の規模に達する
（約 2 兆円の新市場創出）ものと見込んでいる（図 1-1）． 
 




























                                                   
1 技術者がコンピュータシステムを組み上げる作業をサービスとして提供するもの．なお，本用語を含め
た IT サービス固有の用語は，付録 B にまとめて示す． 
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Web サービスの機能実装や検証を行うことよりも，寧ろ，現状の Web サービスを分析し，
よりビジネス効果の高い Web サービスを企画・提案し，クラウドから提供されるソフトウ
ェア・ハードウェア機能のインタフェースを効率良く組み合わせることが求められる．更
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本論文の構成は，図 1-2 に示す通りである． 

















議論する．第 3 章，第 4 章の成果を活用し，全体をサービスライフサイクル管理方法論に
する． 
第 6 章では，第 3 章，第 4 章，第 5 章において提案した，サービスライフサイクル管理
方法論を IT サービス事業の現場で実践し，Web サービスの開発事例で，その有効性の検証
と考察を行う． 
第 7 章では，本論文の結論および今後の展望を述べる． 
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図 2-3 ITサービスライフサイクルの流れ [ITIL2008(改)] 
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2.3 IT 領域におけるサービス化の進展 
2.3.1 IT サービス 
IT 業界において，コンピュータシステムとその運用・管理全体を IT サービスと称して
いる．これは，コンピュータシステムとそれを運用し管理することが，事業や個人の問題
解決の遂行を手助けするためである［山路 2006］．経済産業省の IT サービス継続ガイドラ








システムを指す．World Wide Web（以降は，Web と略称する）で使用される各種技術の標
準化を推進する国際非営利団体の World Wide Web Consortium（ワールド・ワイド・ウェ




も理解できるようにXML形式で記述するための言語Web Services Description Language; 
WSDL）で記述されたインタフェースを有する．他のシステムは，その記述で定められた
方法で，その Web サービスと SOAP（Simple Object Access Protocol）2メッセージを用い
てやり取りを行う．一般的に，SOAP メッセージは他の Web に関する標準と併せて XML




ステムとして捉える．本研究での IT サービスシステムの捉え方を図 2-4 に示す．IT サービ
スシステムは，コンピュータシステムとヒューマンシステムで構成する．コンピュータシ




                                                   
2 XML をベースとしたメッセージ交換のためのプロトコル仕様 
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スとして提供している．ハードウェアや OS の機能は IaaS（Infrastructure-as-a-Service）
サービスとして，更にデータベースやアプリケーションサーバ等ミドルウェア機能を PaaS
（Platform-as-a-Service）サービスとして提供している．また，これらの上位として業務
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図 2-6 ITサービスのシステム構造の変化［細野 2013b(改)］ 
この構造において，SI サービスは Web サービスを構築するサービスを Web サービスプ
ロバイダに提供するもの，運用サービスは Web サービスを安定実行させるサービスを Web
サービスプロバイダに提供するもの，Web サービスのプロバイダは Web サービスを最終顧
客に提供するものである（図 2-7）． 
 
図 2-7 クラウドに対応した ITサービス［細野 2013b(改)］ 
2.3.2.3 提供価値のシフト 
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しかし，クラウド上に Web サービスを構築することが前提になると，従来の SI サービ
スのビジネスモデルは成り立ちにくい．これは，ソフトウェア・ハードウェア製品機能や，
ビジネスロジックを実装したソフトウェアコンポーネントが，クラウド上の PaaS






















の使用価値で SI サービスを設計し直すことへの進展とも言える． 
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図 2-11 本研究の範囲 
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方法論を構成する 3 つの研究の位置づけを以下に整理する． 
2.4.3.1 ライフサイクル工程のモデリング方法 
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第 6 節では，これらのモデリング方法に対して評価と考察を行う． 
 
  



























書形式として広く用いられている Microsoft Excel の表形式の記述と親和性が高く，仕様と
設計要素間の関係を示すマトリクスと組み合わせて仕様と設計内容のトレーサビリティの
確保に応用できる．そのため，近年，現実解として，国内のシステムインテグレーション





れまで，UML（Unified Modeling Language）［UML 2005］が採用されてきた．一方，非
機能要件は，機能と対応づけられるものと，物理的な機能に対応付けられず，アーキテク
第 3章 ライフサイクル工程のモデリング方法 






UML を補完する形で，SysML（System Modeling Language）が定義され，次第に，導入
が図られている（図 3-1）．これは，機能，振舞い，制約，および要求も含んでいる（図 3-2）
［SysML2008］． 
この UML および SysML は，特定の観点でモデルを表記する方法を示しているが，各
モデルで技術される項目間の関連性について網羅的に規定していない． 
 
図 3-1 SysMLと UMLの関係［SysML 2011(改)］ 
 
 
図 3-2 SysMLダイアグラム種類［SysML2011(改)］ 
Web サービスの設計や管理に関する従来の研究は，サービス指向アーキテクチャ










図 3-3 SOA参照アーキテクチャ：ソリューションスタック［Arsanjani 2007(改)］ 
以上に示したように，IT サービスの研究は，これまで主に Web サービスの実装方法論
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Web サービスを利用する「最終顧客」の関係で示せる（図 3-4）． 
 










































域（図 3-5 破線矩形）の，上記 4 つの設計・管理方法を実現し，ライフサイクルの管理を
可能にする． 
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図 3-5 開発環境と運用環境のモデル連携［細野 2013a(改)］  























生産の各過程での設計は，DSM により単純化できる．図 3-6 に，あるシステムをツリー






図 3-6 システムの分解構成と DSM［Eppinger2012(改)］ 
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3.3.2 DfX に基づく複数観点の統合 
DfX（Design for X）［Paul 1996］は，品質やコストなど，多様な観点を設計過程に取
り込む方法である．大富は，DfX とは，製品開発において企画から設計に移行する際，論
理的にプロジェクトの性質を解析し，それを踏まえて焦点を定め，以降の開発活動に有効
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図 3-7 リソースカタログの実践例［細野 2013a(改)］ 
 
 
図 3-8 要件定義画面の実践例［Hosono2012b(改)］ 
3.4.2 機能モジュールおよび実行リソースの割り当て設計 
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分設定を行う（表 3-1）．この例では，直接的依存と間接的依存にそれぞれ 0.5 ずつ配分し
ている．間接的依存は，更に性能と，安全性の 2 つの非機能要件にそれぞれ 0.3 と 0.2 を配
分している．例えば，2 つの機能間に，機能依存と安全性の依存関係があるとき，合計の





図 3-10 拡張した DSM 
表3-1 依存性に関するDfX［Hosono2013a(改)］ 




性能 0.3 機能1，機能2，機能3 
安全性 0.2 機能1，機能2，機能3 
以上に示した機能モジュールの最適設計，および非機能要件を考慮した実行リソースの
割り当て設計を行う詳細手順を以下に示す． 
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個々の行を示す．例えば，{4, 5, 1, 3, 2}のように表現する． 
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図 3-12 実行リソースへの割り当て 
 










図 3-13 機能要件検証環境の実践例 
 
図 3-14 非機能要件検証環境の実践例 
3.4.4 非機能要件に基づく実行リソースの監視 
Web サービスの非機能要件は，業務観点の性能や可用性要件として，トランザクション
数や 24 時間の稼動時間等が指定される．これらは，機能群に加えて，CPU やネットワー
ク，記録媒体の書込み速度など，複数の計算機リソースの組み合わせで実現される．特に，
これらの業務レベルとリソースレベルの対応関係を定式化し，サービスレベルから監視レ
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維持することの 4 つの方法を実行する，具体例を図 3-16 に示す． 
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表 3-2 細粒度のモデリング 





















表 3-2 に示したリストを実現するモデリング方法の一覧を図 3-18 に示す． 
 
図 3-18 細粒度に分割したモデリング方法 
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グの 1 要素である． 
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図 3-19 サービスシステム境界の設計の全体 





















デリングの 1 要素である． 
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図 3-21 公理的設計における 4つの設計領域 
顧客領域には，顧客の期待を示す顧客属性（Customer Attribute: CA）を記述する．こ
の CA は，機能要件（Function Requirement: FR）に写像できる．同様に，FR は，実体と









制約関係である．転写が完全に行える場合，図 3-22 のように概念で転写関係を示せる． 
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図 3-23 サービスモデルチェーン 
  






4 つの提案方法は，リポジトリを中心に，一連の 1 つのフレームワークとして機能するこ
とが可能である．この機構は，設計工程と運用工程の情報共有や共同作業の基礎となり，
設計と運用がより一体化する DevOps3の考え方を実践・実装するための機構になり得る．  






一貫した，Web サービス設計・運用フレームワークを Web サービス化して，高機能かつ高
付加価値のクラウドサービスを提供できる． 
 









                                                   
3 DevOps とは，開発者(developer)と運用者(operator)が連携し開発・運用を行うプラクティスである． 
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したモデル群（図 3-25）となる．  
 
図 3-25 モデリングツール群［Hosono 2012b(改)］ 
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リソースと前後の工程のモデリングにおいて，DSM と DfX の考え方を応用したことで，機
能と非機能の検証が容易になる効果も得られた．また，機能要件と非機能要件の分離と統
合を行えることを示した． 
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図 4-2 フィーチャーモデリング［Pahl 2005(改)］ 
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 サービス目標モデリング（Service Objectives）：financial, customer, innovation 
                                                   
4 WBS とは，プロジェクト管理を行うための計画手法で，プロジェクト全体を詳細な作業に細分化し，階
層構造などで管理する手法である． 
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 ステークホルダ抽出モデリング（Value Chain）：stakeholders は，必須．一方，value 
chain の流れを構成する条件は代替（alternative）． 
 要求・機能展開モデリング（Goal Prioritization）： operational processes, 
requirements functions は，必須．要求から機能への転写は，設計者の選択である
ため，代替（alternative）． 
 サービスシステムモデリング（Service System Design）：functional components は，
必須．Functional component 間の functional flow は，代替（alternative）． 
 品質・機能モデリング（Quality Function Insight）：quality と function は必須．
non-functional requirements は，性能と信頼性のように互いに影響するので，代替
（alternative）． 
 ユースケースモデリング（Application Use Case/Data Model/System Flow）：ソフ
トウェア機能コンポーネントの実装の選択は多様であるため，ソフトウェアコンポ
ーネントとデータストアは必須，代替（alternative），または選択（optional）． 















表 4-1 カスタマイズポイント 









stakeholders  conditions for a 











Service System Design 
functional 
components 
 functional flows 
5 機能と品質の関係のモデリング 

































ステップ 1：サービスのドメイン開発（domain development） 
対象サービスを分析し，対象サービスのライフサイクルを通じた関心事を
明確化する．例えば，実装指向，プロセス指向などの関心事から，サービ
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ステップ 3 では，共通リポジトリにライフサイクルパタンを蓄積し，ステップ 4 では，
共通リポジトリに保管されたライフサイクルパタンを，案件毎に用意した開発用リポジト
リにインポートし，カスタマイズ開発を行う．以上のステップを図 4-4 に示す． 
 
図 4-4 プロダクトライン型のサービス開発［Hosono 2012a(改)］ 
  





4.3.1 に示したステップを，データセンタにおける Web サービス開発に適用し，3 つの










図 4-5 サービスモデルチェーンによるドメインの雛形［Hosono 2012a(改)］ 
クラウドコンピューティング，クラウドサービスの浸透に伴うユーザ要件の動向から，







System Design），品質・機能モデリング（Quality-Function Insight）で構成する． 
第 4章 ライフサイクル知識の資産化と活用方法 








ユースケースモデリング（Application Use Case/Data Modelling/System Flow），リソー






開モデリング（Goal Prioritization），サービスシステムモデリング（Service System 
Design），ユースケースモデリング（Application Use Case/Data Modelling/System Flow），
リソース割り当てモデリング（Resource Combination Design），プロトタイピング
（Application Prototyping），非機能要件監視・評価（Application Execution）で構成する． 
以上によって，開発したサービスドメインを図 4-6 に示す． 
 
図 4-6 開発したサービスドメイン 
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5 アクターモデルや map-reduce モデルは，Web サービスを構成する計算モデルの例である． 
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図 4-12 ライフサイクル知識の再利用［細野 2013b(改)］ 
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性が高い．クラウドサービスプロバイダが提供する PaaS 環境で実行する Web サービスを
想定しているため，社内システムと連携した Web サービスや，他のクラウド環境に跨って
実行される Web サービスなど，多様な Web サービスの構成には対応できない点に本手法の
限界があることも分かった．これらは，従来，サービス指向アーキテクチャ（SOA）分野
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5.3.1.2 顧客と IT サービスプロバイダ間の協働支援 
設計者や運用者等の異なる役割間でサービス設計情報をやり取りする際，その共通言語
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図 5-3 サービスポートフォリオの拡張［Hosono2012b(改)］ 
 
図 5-4 生成したダイアグラムの例 





























第 5章 ライフサイクル知識の構築・活用プロセス 



































るものを Recycling とした，再利用戦略ルールとする（図 5-7）．このルールをライフサイ
クルパタン保管時の分別手段，利用時の検索手段として用い，それぞれ対応するリポジト
リに保管することで，ライフサイクルパタン利用時点において，登録時の再利用方法の想
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たライフサイクルパタンとして同定し，Reuse または Remanufacturing リポジトリから抽
出する．この手順の具体例を次節に示す． 
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5.3.3.2 SEMAT カーネルアルファ 
現場の開発プロセスに適応させる方法として，近年，ソフトウェア工学では，Jacobson
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図 5-10 アルファカード［Jacobson2013］ 
5.3.3.3 資産化適応アルファ 
カーネルアルファを，サービス開発向けに拡張し，新しいサービス開発に規律を与える．
アルファの“Software System”を，“Service System Platform”として再定義する．また，


























表 5-1 資産化適応アルファ 




B 資産の適合性判断  サービスモデルチェーンの中から利用可能な成果物を特定 
 利用のための要件と作業成果物の違いを識別 
C 資産のカスタマイズ利用  作業成果物を利用に向けたカスタマイズ 
 適合するサービスモデルチェーンが無い場合，再利用のために新
しい成果物を作成 
D 資産の再利用計画  再利用に適した成果物の指定 
 成果物の再利用計画の立案 
E 資産の構築  成果物のセットをリポジトリにサービスモデルチェーンとして
格納 
 リポジトリに格納されている再利用計画 
F 資産の有効性評価  成果物の有効性を評価 
 リポジトリ内のサービスモデルチェーンのリフレッシュ 
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State / Checklist 1 
（状態） 
State / Checklist 2 
（状態） 
State / Checklist 3 
（状態） 
State / Checklist 4 
（状態） 
State / Checklist 5 
（状態） 





- Stakeholders have 
been identified 
- There is agreement 
on stakeholder 
groups to be 
represented 

























and take part in 





agree their input is 
valued and 




















Satisfied in Use: 




- Stakeholder needs 
and expectations 




- The need for a new 
system is clear 
- Users are 
identified. 
- Initial sponsors are 
identified 
Bounded: 
- Success criteria are 
clear 








- The big picture is 
clear and shared by 
all involved 
- Important usage 
scenarios are 
explained 
- Priorities are clear 




described a solution 
acceptable to the 
stakeholders 
- The rate of change 
to agreed-on 
requirements is low 





the system to be 
acceptable 
- Stakeholders agree 
the system is worth 
making operational 
Fulfilled: 


















- Criteria for 
selecting 
architecture agreed 
















- System is usable 
and has desired 
quality 
characteristics 
- System can be 
operated by users 
- Functionality and 
performance have 
been tested and 
accepted 











to make system 
operational 
Operational: 
- System in use in 
operational 
environment 
- System available to 
intended users 
-- System supported 
to agreed service 
levels 
Retired: 
- System no longer 
supported 
- Updates to system 
will no longer be 
produced 






- Existence of related 
production patterns 
confirmed 
- A production 
pattern for reuse 
selected from asset 
repositories 
- Work products for 






- Work products in 
the production 





the work products 
for reuse identified 
Asset Adapted: 
- Work products for 
reuse customized 
- New work products 
for reuse created 




- Work products 
specified for reuse 
- Reuse of work 
products planned 
Asset Stored: 
- A set of work 
products stored as a 
production pattern 
into repositories 
- Reuse plan stored 
into repositories 
Validity Assessed: 
- Validity of work 
product assessed 









- Principles and 
constraints 
established 
- Principles and 
constraints 
committed to 
- Practices and tools 
agreed to 





- Key practices and 
tools ready 
- Gaps that exist 
between practices 
and tools analyzed 
and understood 
- Capability gaps 
analyzed and 
understood 
- Selected practices, 
and tools integrated 
In Use: 
- Use of practices 
and tools regularly 
inspected 
- Practices and tools 
being adapted and 
supported by team 
- Procedures in place 
to handle feedback 
In Place: 
- All members of the 
team are using the 
way of working 
- All members have 
access to practices 
and tools to do their 
work 
- Whole team 
involved in 
inspection and 
adaptation of way of 
working 
Working Well 
- Way of working is 
working well for 
team 
- Team members are 
making progress as 
planned 




- Tools naturally 
support way of 
working 
Retired: 
- Way of working no 
longer in use by 
team 
- Lessons learned are 
shared for future use 
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本章では，第 3 章，第 4 章，第 5 章において提案した，サービスライフサイクル管理方











第 3 節では，検証対象となるクラウドを対象とした Web サービスの概要を述べる．  
 











6.2.1 サービス LCM フレームワーク 
6.2.1.1 サービス LCM フレームワークの概要 








表 6-1 サービス LCM フレームワークのモデリングツール群 
 目的 ツール名 モデリング内容 
1 顧客の要求を構造化 Service Objectives サービスの目標を定義する 
2 
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を付録 A に一覧する． 
 
図 6-1 フレームワークの概要［Hosono2012b(改)］ 
このフレームワークの実装アーキテクチャを図 6-2 に示す． 
 
図 6-2 アーキテクチャの概要［Hosono2012b(改)］ 
次節より，各モデリングツールの詳細を示す． 
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図 6-4 リソース範囲提示画面の例［Hosono2012b(改)］ 
  


















図 6-5 サービスシステム設計画面の例［Hosono2012b(改)］ 
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図 6-6 リソース割り当て設計画面の例［Hosono2012b(改)］ 




1 の 2 値ではなく，複数の非機能要件を 0～1.0 の中間値で入力可能にする．機能，非機能
要件の重み付けを行い，その総和が 1.0 になるように，交点の値を設定することで，多面か
ら依存関係を同時に考慮したモジュール設計が可能となる．これらにより，ソフトウェア












図 6-7 モジュール分割設計画面の例［Hosono2012b(改)］ 
6.2.1.4 プロトタイピングと機能要件・非機能要件の検証環境 










図 6-8 機能要件の実現検証環境（クライアント側）［Hosono2012b(改)］ 
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次に，非機能検証環境 Cloud Execution Stack の概要を述べる． 
機能検証の後に，サーバ側の検証済みミドルウェアを含む仮想マシン群からなる非機能
検証環境（Cloud Execution Stack）に Web サービスを配置し，実際のリソース環境でし
か行えない，性能等の非機能要件の検証を行う． 








図 6-9 機能要件および非機能要件の実現検証環境［Hosono 2012b(改)］ 
 
図 6-10 非機能要件の実現検証環境［Hosono 2012b(改)］ 





図 6-11 非機能要件の実行監視機構［Hosono 2012b(改)］ 
非機能要件の実行監視機構（Cloud Controller）は，非機能要件の達成状況を監視する，
概要を述べる．Web サービスの非機能要件には，業務観点で性能や可用性についてトラン
ザクション数や 24 時間の稼動時間等がある．これらの要件は，CPU やネットワーク，ハ
ードディスクの書込み速度等，複数の計算機リソースの組み合わせで実現される．これら
の業務レベルとリソースレベルの対応関係を定式化し，サービスレベルから監視レベルへ
の変換機構を用意する．これを用いて，運用開始時に Service Portfolio に蓄積された非機
能要件レベルから，リソースレベルの監視対象と監視（SLO: Service Level Objectives）に
変換し，実行環境の Cloud Execution Stack を監視する．図 6-12 に監視設定の例を示す．
管理者は，この Cloud Controller からの監視通知を受けて，運用中に非機能要件を満たし
ているかを確認できる． 
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図 6-12 非機能要件の実行監視機構（ビューア）［Hosono 2012b(改)］ 
  








タを構築する（図 6-13）．Service Portfolio の主要構成は，リポジトリと，ライフサイクル
知識の検索や組み替えなどを行う，DSL（Domain Specific Language）インタープリタ等
のデータ処理機構である．ライフサイクル知識の処理機構は，各モデリングツールから生






図 6-13 サービスポートフォリオの実装［Hosono 2012b(改)］ 
  
第 6章 ライフサイクル管理方法論の実践と検証 



















は，測定日の時点において決定される．PV，AC 及び EV の値は以下の式で与える． 
PV = Σ (planned man-hours × a unit price)   (1) 
AC = Σ (actual man-hours × a unit price)   (2) 
EV = Σ (planned man-hours × a unit price × progress rate) (3) 









                                                   
6 アーンドバリュー分析（earned value analysis）とは，作業の到達度を金銭などの価値に換算した出来
高（earned value）で捉える分析手法． 





図 6-14 サービス開発進捗のアセスメント 
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関わるステークホルダの行動に規律を与えられる（図 6-15，図 6-16）． 
 
図 6-15 チケットによるタスク実行管理 
                                                   
7 Redmine は，オープンソースのプロジェクト管理ソフトウェアで，プロジェクトのタスク管理，進捗管
理，情報共有を行える．http://redmine.jp/overview 












第 6章 ライフサイクル管理方法論の実践と検証 










事例 1 の SNS 分析サービスは，大量に書き込まれたコメントを定期的に収集し，利用者
からの要求に対してコメント内容の傾向から動向を分析し，その結果を Web ブラウザに描








Combination Design の Extended DSM に，各アプリケーションの各機能を配置し，規定
時間内にリクエストを処理する性能要件と，データ保全に係る安全性要件と非機能要件で
ある性能要件を Extended DSM に加味した．Extended DSM の並べ替えの結果，キーワー
ドカウント・集計を行うモジュールと，リクエスト受付・データ保管・描画を行うモジュ
ールが分離された．これに基づき，各モジュールを独立した 2 台の仮想サーバ a と b に割
















図 6-17 事例 1：トレンド分析サービス［Hosono 2012b(改)］ 
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f(x) ＝ x×20 (0≦x≦10)，f(x) = 200 (x＞10) 
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図 6-19 設計～運用までの役割定義 
6.4.3 生産性の改善 
前節の役割定義に沿って，要求分析～検証部分に適用した．結果，従来の方法では，要






































にクラウドに配備された Web サービスの振舞い実績の範囲に基づいている．Resource 
Combination Design で定義された機能の十分性は，目標の優先順位付けに定義された要件
と照合することで検証する．Application Use Case/Data Modelling/System Flow のエディ
タで，同じダイアグラムを改めて記述し直さなくて済むように，Service Portfolio を介して，
ダイアグラム情報の同期を行う．Resource Combination Design で定義されたリソース構
成は，実装中の Web サービスを収容するためのクラウド上に，開発工程を先回りして仮想
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6.5.1.4 Web サービスのプロトタイプ実行 














Service System Design を用いた機能モジュール設計では，Web サービスを構成する機





Prioritization で定義され Service Portfolio に蓄積された要件定義と突き合わせを自動的に
行うことで，要件定義の対応漏れを検出し，手戻り工数を削減できた． 
Resource Combination Design を用いたリソース割り当てでは，機能独立性の評価を行
いながら，Web サービスの仮想マシンへの配置構成を設計した．ツールは，この設計情報
を元にクラウド上に検証済みミドルウェアを含む仮想マシンを自動で構築した．結果，開
発者は Web サービスのロジック実装のみに集中でき，構築・検証作業の効率が向上した． 
Application Prototyping での機能検証は，Resource Combination Design で設計され
Service Portfolio に保管された機能モジュールを流用して，Web サービスのロジックの雛
型を生成し，実装を効率化した． 
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8 APaaS（Application Platform as a Service）とは，マルチテナント型のリソース共有技術を利用して，
各ユーザ（テナント）がカスタムアプリケーションをクラウドで実行できるようにした環境である． 





図 6-20 ビジネスエコシステム［Hosono2010(改)］ 
以上に示したフレームワークを用いることで，Web サービスの種類と開発手順を絞り込
める．本フレームワークは，固有の要件が多い大規模開発よりも，比較的サービスのパタ
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第 3 節では，検証対象となる Web サービスの概要を述べた． 
 








第 3 章，第 4 章，第 5 章で示した方法の考え方は，クラウド上で実行すること，それに
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図 A-1 サービス目標モデリング画面 
 






図 A-3 開発プロセスブループリント画面 
 
図 A-4 要求・機能展開モデリング画面 
付録  




図 A-5 ユースケースモデリング画面 
 






図 A-7 品質・機能モデリング画面 
 
図 A-8 機能再編成評価画面 
付録  




図 A-9 業務フローモデリング画面 
 






図 A-11 画面遷移モデリング画面 
 
図 A-12 プロトタイピング画面 
付録  




図 A-13 運用プロセスブループリント画面 
 






図 A-15 非機能要件監視・評価画面 1 
 
図 A-16 非機能要件監視・評価画面 2  
付録  




表 B-1 用語集 
用語 説明 















IT サービス Information Technology の略称．情報通信技術を総称
したもの． 






方法を利用し，SOAP（Simple Object Access Protocol）
と呼ばれる XML 形式のメッセージの送受信技術と，そ
れを適用したサービスのこと． 
SI（エスアイ） System Integration の略称．SI を行う事業を SI サー
ビスとも言う．また，この事業に従事する人を SIer ま
たは SE（System Engineer）と言う． 













SaaS（Software as a Service）は，アプリケーション
ソフトウェアの機能を，PaaS（Platform as a Service）
は，データベースやアプリケーションサーバなどプラ






SEMAT（シーマット，セマット） Software Engineering Method and Theory の略称．
Ivar Jacobson，Bertrand Meyer，Richard Soley によ
って創設されたソフトウェアエンジニアリングの共通
理解に向けた団体および運動． 
(cf.) http://www.semat.org, http://www.semat.jp/ 





























USDM（ユーエスディーエム） Universal Specification Describing Manner の略称．
要求を階層構造で表現し，仕様を漏れなく抽出する手
法． 
 
